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大阪浪漫
（1984年・中之島エリア）
写真・文　喜多　章

中之島エリアを撮影すべく北から南方向に俯瞰して
見下すと、真ん中に在るビルの屋上が緑化されてお
り、この屋上凄いなと思いシャッターを切った事を
記憶している。
それから数年後、仕事がらみで村野藤吾設計の建
築を多く撮影する機会があり、その時の建築が新大
ビルであった事を知り、中判カメラで内部や屋上を
夢中で撮影した私にとって不思議な接点のあった
ショット。

2 大阪浪漫

4 Gallery 建築作品紹介
 「HAMMER CASTER Sales Office」

 設計：アルト建築設計事務所
 施工：三栄建設

 マクセル「クセがあるスタジオ」
 設計：kvalito

 施工：木村工務店
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14 記憶の建築
 「岡山県庁舎」 1957年
 新たな時を刻み始めた庁舎建築 / 松隈 洋

表紙の建築   「箕面の家」 2020年
第67回 大阪建築コンクール 渡辺節賞部門 渡辺節賞 受賞作品
設計：本岡伊藤アーキテクツ
施工：コムウト
撮影：Yosuke Ohtake

閑静な住宅街に建つ住宅である。敷地一杯の気積を
確保しながら、L型の塀の上に周辺環境を取り込む大
きな腰窓を持つ小屋が乗る構成になっている。腰窓と
吹抜、架構、個室、大きな家具によりスケールと居場
所を横断し、内外のあり方を多様なものにしている。
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Gallery

東大阪市の幹線道路沿いに、事務所、ショウルーム、製品倉庫を備
えた新営業拠点を計画しました。周辺は住宅や学校が多く、学校
と連携して定期的に社会見学ツアーを実施し、子どもたちや住民に
企業活動を親しんでもらいます。建物は広々としたエントランスと
ガラス張りのファサードを持つ開放的なデザインで、敷地内には豊
かな緑化を施し、自然との調和を図りました。昼夜を問わず地域に
新たな魅力を提供し、夜間にはライトアップされることで、地域のラ
ンドマークとして親しまれます。このアプローチにより、地域社会と
の一体感を強め、企業と住民が共に発展していくことを目指した。

：
：
：
：
：
：
：
：

所 在 地
用 途
竣 工
構造規模
敷地面積
建築面積
延床面積
写　　真

東大阪市
事務所・倉庫
2024.04
S造3階建
5,157.77㎡
1,221.59㎡
2,805.43㎡
フォトスタジオ505

設計：アルト建築設計事務所
施工：三栄建設HAMMER CASTER Sales O�ce
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Gallery
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京都府大山崎町
展示場
2024.03
木造
地上1階
23,310.00㎡
120.91㎡
91.00㎡
足袋井竜也

「アート＆テクノロジー・ヴィレッジ京都（以下、ATVK）」に建つ、マクセル株式会社の展示ス
タジオである。プログラムの特性として「回遊性」と「中心性」の双方が求められたことから、
中央に「九間（ここのま）」のホールを内包した、回廊形式のプランとした。ホールと回廊の間
には、ワイヤーメッシュによる、透過する可動式展示壁（建具）を設え、状況に応じて変容す
る空間を意図している。オリジナル什器（TABLE_MX）は、ロゴマークを踏襲しながら、ワー
クショップの際は円卓として、展示の際は空間に動きを与える展示台として、空間の変容を
助長する。外周部のワイヤーは、ATVK【アート/テクノロジー/ヴィレッジ（ネイチャー）】の名
前にちなんで、ストリングアートであり、テクノロジーの要素を持った構造ワイヤーであり、自
然の要素を持った緑化ワイヤーである。（水上和哉/kvalito）

設計：kvalito
施工：木村工務店マクセル「クセがあるスタジオ」



　公益社団法人大阪府建築士会は、会員サービスの一環として会報誌「建築人」を毎月発
行しています。本会会員をはじめ官公庁、大学、図書館、出版社、報道機関等に頒布し、発
行部数は約3,000部です。「建築人」の誌上で「Gallery」の建築作品紹介コーナーを設け、
現代建築の様相を反映できるものとして好評を博しており、毎年1月号～12月号のGallery
に掲載された作品が「建築人賞」の審査対象になります。
　「建築人賞」は2009年に創設され、個人の審査委員長により選考し、表彰式は翌年5月の
本会の定時総会で執り行われます。「建築人賞」「同賞新人賞」「同賞奨励賞」「同賞佳作」
があり、「建築人賞」「同賞新人賞」の設計者には記念品が授与され、各賞の建築主、設計
者、施工者にはそれぞれ賞状が贈られます。ぜひ本誌に皆様の建築作品の掲載をお願いい
たします。

1963年
1988年

2001年～
2002年
2008年～
2020年～
2023年～

「建築人」Gallery 掲載要項
■ 掲載概要
1頁カラー、写真4点程度、説明文300字程度

■ 掲載事項
・建築主、設計者、施工者、協力会社
・所在地、用途、竣工年、構造規模、敷地面積、建築面積、延床面積

■ 掲載料
110,000円（本体100,000円＋消費税）
※1　初回割引　88,000円（本体80,000円＋消費税）

（過去10年間で設計者及び施工者がGalleryに掲載されていない場合が対象です）
※2　若手初回割引　55,000円（本体50,000円＋消費税）

（※1を満たす方のうち、40歳以下かつ建築設計事務所を主宰されている方が対象です）

■ 問合せ・申込み
公益社団法人大阪府建築士会事務局　担当：母倉
e-mail：info@aba-osakafu.or.jp　TEL：06-6947-1961　FAX：06-6943-7103

埼玉県生まれ
名古屋大学工学部建築学科卒業
日経BP社入社『日経アーキテクチュア』編集部勤務（～1999年）
桑沢デザイン研究所非常勤講師
フリックスタジオ共同主宰（～2020年）
武蔵野美術大学造形学部芸術文化学科非常勤講師
Office Bunga共同主宰
早稲田大学芸術学校非常勤講師

佐久間 靖（グラスアーティスト）

1971 年 大阪府高槻市生まれ
1996 年 神戸学院大学 法学部 卒業
1997 年 ㈱ロクレールプロダクショングラスアーティスト 三浦啓子氏に師事
2016 年 ㈱ Jiku Art Creation 作品制作に従事

建築人賞 建築人賞新人賞

「建築人Gallery」掲載作品は
『建築人賞』の候補作品です。2
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審査委員長　磯 達雄
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動静レポート

会長動静

7/31 新潟県建築士会・田中会長面談
8/ 5 大阪大会実行委員会
8/ 6 大阪府収用委員会
8/ 7 能登半島災害調査技術者報告会
 在阪 4団体会長・支部長会議
8/ 9 公共施設 BIMカルテ計画会議
 臨時運営会議
8/21 守口市長面談
 大阪府収用委員会協議
8/23 日本建築士会連合会教育事業委員会
8/27 交野市長面談

会長・役員による大阪府及び市町村訪問

◎ 8/21　守口市長・瀬野憲一市長と面談

◎ 8/27　交野市長・山本景市長と面談

広域災害損害調査者が見た「最大震度 7　
能登半島からの報告」

地域まちづくり委員会・防災分科会の企画
により、1月1日に発災した能登半島地震に
係る現地での損害保険調査を担当された上
髙原優生氏を講師としてお招きし、8月 7日

ラーとなってこれからの建築士像をセッション
し、「近畿あーきてくと」では、芦澤竜一氏（滋
賀県立大学教授）とともに琵琶湖・沖島への
船内でエクスカーションを兼ねた学習ができ
る新構成の企画にもご期待ください。

第 4回近畿学生住宅大賞の実施

近畿建築士会協議会が主催し、本会が主管
する第 4回「近畿学生住宅大賞」を実施し
ます。同賞は近畿圏内の建築系大学、高専、
専門学校に在籍する学生個人またはグループ
（院生は除く）より、各学校の住宅課題とし
て制作した作品をご応募いただき、社会性、
文化性、芸術性の観点で優れたものを表彰
し、勉学の励みにしていただくことを目的と
したものです。
応募期間は 9月 1日～ 23日、最終審査及
び表彰式は 12月 7日の予定です。詳細は
本会ホームページをご参照ください。

第 67回建築士会全国大会　　　　　　
「おおさか大会」のポスター決定

2025年 9月 19日（金）に第 67回建築士
会全国大会を日本建築士会連合会が主催、
本会が主管して開催します。大会は建築士
が担う社会的役割と責任に対する意識の高
揚を図り、建築文化の進展に寄与するため
に相互の連帯を一層深めることを目的とし
ています。大会企画の概要は適宜本誌又は
HPで紹介してまいります。

【ポスターデザインの意図】
（ポスターは本誌前ページに掲載）

おおさか大会テーマの「建築からソーシャ
ルデザインへ」は、多様化する建築という
行為に対する問いかけです。
建築物は生み出すだけに留まらず、都市
の発展や独自性をも生み出す主要な機能
としてこれからも更に重要視されていくも
のとして捉え、ポスタービジュアルを構成
しました。
デザインを創り上げるにあたり、大阪の過
去と未来を「水」「人」「街」の流れに重ね、
その動きを色彩豊かに表現しました。
コンセプト／青年女性委員会  石丸優子
デザイン  ／デザイナー　　   山田陽介

に報告会を開催しました。
当日は本会会議室に 20人、WEBで 12人
の皆様に参加いただき、机上ではなく実際
の調査体験に基づいたご報告内容を通じ
て、あらためて防災について考える大変貴重
な機会となりました。

令和 6年建築士学科試験　合格発表

令和 6年二級建築士、木造建築士「学科の
試験」の合格者が 8月 26日に発表されま
した。 （全国）
学科試験 二級 木造
実受験者数 17,602人 560人
合格者数 6,883人 321人
合格率 39.1% 57.3%
設計製図試験は、二級建築士は 9月 15日
に「観光客向けのゲストハウス（簡易宿所）
（鉄筋コンクリート造）」、木造建築士は 10
月 13日に「専用住宅（木造）」の各課題で
実施されます。

第 42回近畿建築祭「しが大会」

昭和 50年に発足の近畿建築祭は、近畿 2
府 4県の建築士の活動発表ならびに相互交
流、建築士からの地域及び市民への情報発
信を目的として開催しております。
滋賀県建築士会が主管する今大会は「琵琶
湖大津を翔る～まちを知り、歴史を重ねる
建築士～」をテーマに、9月 28日に開催さ
れます。
大会コンセプトとして、「歴史を知り未来を
探る建築士の在り方」を示す一助となる研
修内容は畿内の建築士の実務と社会貢献活
動にも反映されるものです。
建築史家の倉方俊輔氏（大阪公立大学大学
院教授）がみる「関西・滋賀の建築風土の提
言」等に対して、近建協の各部会長等がパネ

牧田専務理事、瀬野市長、横田副会長

左より/牧田専務理事、田中理事、岡本会長、山本市長、
徳岡副会長
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Topics

「すみよっさん」は大阪に住む者には馴染み
のある神社ですが、国宝であることはあまり
知られていないのではないでしょうか。
5年ほど前に見学会が開催されましたが、
このときは社会科学的なアプローチで住
吉大社にまつわる逸話や伝承などを中心
に行われました。今回は人文科学的な側
面から、建築歴史学の立場で住吉大社を
見つめ、その両面を極めることにより身
近な国宝を再認識する趣向で企画しました。
講師は永年建築歴史を研究しその保存に尽
力されてきた、名古屋工業大学名誉教授の
麓 和善先生にお願いしました。
講演の前半は「文化財指定の経緯とその意
義」に関する内容の話でした。日本の歴史を
俯瞰するに、神社建築は神代の昔より様々
な変遷を経たものの脈々と続いてきました
が、江戸から明治に代わり鎖国が終わり国
が開かれるにつれて、日本の文化財が海外

に流出する懸念が起こりました。それを防ぐ
ために古社寺保存法（明治30年制定）、文化
財保護法（昭和25年制定）などが制定されま
した。その法整備の関連告示に、例えば「住
吉大社のどの部分をこの法の対象にする」と
いうふうにきめ細かい名称や部位・形式・構
造などが表現されています。そういった内容
と現状の姿を比較することにより住吉大社
の改修の歴史・変化などが読み解けます。そ
の中で特に注目したいのが、第一本宮から第
四本宮と四つの本殿がありますが、第四本
宮の配列の違いは祭られているご神体の違
いによるものであること、それぞれの本宮で
私たちが拝むのは拝殿であり、その奥にある
渡殿でつながった本殿こそが古社寺保存法
で指定された国宝文化財であることの説明
でした。
さらに屋根形式の変遷の説明では、伊勢神
宮の「神明造」、出雲大社の「大社造」、住吉

大社の「住吉造」を原点として、その後、向拝
や棟の複合化、経済力などによって、「八幡
造」「春日造」「権現造」など様々なバリエー
ションが作られたという学説の紹介もなさ
れました。
講演会は8月3日の暑い日に開催され会場も
さほど広くなかったのですが、参加者の皆さ
んには熱心に講演を聞いていただきました
ことをここに感謝申し上げます。
この後、住吉大社は9月に観月祭が開かれ
太鼓橋で舞が奉納されますが、いつもと違っ
た趣きで見ることになるかもしれません。

田中義久（特任顧問）

橋本頼幸（建築相談委員会幹事）

のためハウスメーカーに基礎形状は確認し
たうえで、法律相談にするのか話し合いで
解決を図るのかはよく考えてください、と回
答しています。
エアコン業者が筋かいを切り欠く
3階建て木造住宅。2階リビングのエアコン
設置の際、エアコン業者が筋かいを切り欠
いた。壁をばらして再度施工し直してもらう
が、その後問題が無いことを確認するため
に耐震診断を実施したい、という相談。耐
震診断は手直し工事の善し悪しを評価する
ものではない。そのような趣旨で実施する
耐震診断は意味が無い。それよりも工事が
正しく行われているかを確認することが大
切、と回答しています。
一般の人がトラブルに巻き込まれると
取るに足りないことからちょっとピントがず
れたことまで感じ方は様々ですが、それを
知っておくのはトラブル対応に役立ちます。

自身の工事中や隣地の工事などで自身の建
物に被害が生じることは、建築工事ではよ
くあることで建築に仕事で携わる人にとっ
ては日常的なことかもしれませんが、一般の
人にとっては一大事です。
外壁に穴をあけられた
エコキュート取替工事をした。業者から、緊
結するために外壁に穴をあけてボルト止め
をして良いかと問われたが、外壁には穴をあ
けないでほしいと伝えた。ところが、職人が
穴をあけてしまった。外壁補修方法と業者
紹介をしてほしい、との相談。外壁業者の紹
介は建築相談ではできない。そもそも外壁
の補修方法も含めて、エコキュートを取替え
た業者と協議をした方がいいと回答されて
います。
隣の工事で被害を受けた
隣地工事中何かをぶつけられて外壁が損傷
した。パテで埋めると言われたが納得でき

ない。また、隣の建物の窓の位置がこちら
のバルコニーと重なっているため目隠しフェ
ンスをつけてもらいたいが可能か、という相
談。補修方法も含めて隣の工事業者と話し
合うほかない、目隠しフェンスの設置につい
ても申し入れて協議してくださいと答えてい
ます。
石垣が崩れる
四年前にハウスメーカーで新築した。大雨
で石垣が壊れた。石垣は新築時に一部切り
取って、植栽を植えて駐車場を作った。新
築時に外構を依頼したのはハウスメーカー
と別の業者。石垣について、市役所に相談
したが所有者の責任なので自分で直すよ
うに言われた。石垣補修の見積をとったが
1000万円近くかかると言われた。建物は
深基礎なので問題ないと思う。ハウスメー
カーに責任追及できるのか、という相談。基
本的に責任は外構業者になると考える。念

建築相談室から（87）　工事中のトラブル・事故

「国宝　住吉大社を語る」̶ 最古の神社形式の中の住吉造̶
日程：令和6年8月3日（土）
会場：住吉武道館（住吉大社　境内）
参加者：38名



10 建築人 2024.09

Information

建築士会からのお知らせ

既存建築物耐震診断等の評価

不特定多数が利用する施設や沿道建築物な
ど、申込者が検討した建築物の耐震診断及
び耐震補強計画について、専門的観点のも
とに審査・審議を行い、妥当であると認める
申込案件に対して評価書を交付します。
（業務内容）
耐震診断報告書や耐震補強計画案の審
査、評価等

（対象建築物）
公共・民間等の建築種別、所在地、用途、
規模、構造種別は問いません。

（会員特典）
申込者又は診断等実施者が本会会員の場
合は、評価手数料が10%割引となります。

【WEB版】確認申請のプロ養成講座 
初級編
8/1～10/31　CPD3単位

なかなか教えてもらえなかった確認申請。そ
の基本を知るだけで、あなたは確認申請のプ
ロと呼ばれる。訂正項目が少なく、審査がし
やすい申請図面が作成できれば建築着工も
安心!常に変化している確認申請の世界。住
宅の省エネ適合義務化や4号特例の縮小、そ
して申請のデジタル化による電子申請などの
最新事情がわかる。
★フォローアップ付き!
受講者の皆様には確認申請書の書き方等に
関する質問に対応いたします。
※2024年2月28日に実施した同名の講習会
と5～7月に配信した同名講座と同内容です。
視聴期間　8/1（木）10：00～10/31（木）終日
配信方法　WEB講習
受講料　建築士会会員：6,000円
　　　　後援団体会員：6,500円
　　　　一　　　　般：7,000円
主催　（一社）近畿建築確認検査協会
共催　（公社）大阪府建築士会

令和6年度 建築士定期講習
10/18、11/20、12/13、1/22、2/4、3/27　
CPD6単位

建築士法の規定により、建築士事務所に所
属するすべての建築士は3年以内ごとに定期
講習を受講しなければなりません。本年度は
令和3年度に本講習を受講された方や、建築
士試験に合格された方が対象となります。未
受講者は懲戒処分の対象となりますので必
ず年度内に受講してください。
▼対面講義
日程・会場・定員
※10/18（金） 大阪府建築健保会館 90名
※2/4（火） 大阪YMCA会館 200名
▼DVD講義
日程・会場・定員
　11/20（水） 大阪府建築健保会館 90名
※12/13（金） 大阪府建築健保会館 90名
　1/22（水） 大阪府建築健保会館 90名
　3/27（木） 大阪府建築健保会館 90名
※の日程　　 大阪府建築士会が運営
※以外の日程　大阪府建築士事務所協会が運営
注）各回定員に達し次第、受付を終了します。
時間　9：15～17：00（各講習日共）
受講料　12,980円（消費税含。事前入金）
申込　下記URLよりお申込みください。

インターネット申込みができない方
は、大阪府建築士会HPの定期講習
の案内をご確認ください。

https：//www.jaeic.or.jp/gyomu/o�_teiki/
index.html

令和6年度監理技術者講習
9/26、10/23、11/21、1/15、3/7　CPD6単位

本講習会は建設業法に基づく法定講習であ
り、建築に特化したテキストを使用し、経験
豊富なベテラン技術者の講師による解説と
映像で、実務に役立つ情報を提供いたしま
す。なお、監理技術者以外の建築士や技術者
の方も受講が可能です。日頃の工事監理業務
に役立ちますので、ぜひご受講ください。
日時　9/26（木）、10/23（水）、11/21（木）、
　　　1/15（水）、3/7（金）
　　　8：55～17：00

会場　大阪府建築士会　東会議室
定員　30名（申込先着順）
受講料　WEB申込み9,500円
　　　　郵送申込み10,000円
申込　日本建築士会連合会HPより
http：//www.kenchikushikai.or.jp/toriku
mi/news/2015-07-28-2.html

既存住宅状況調査技術者講習
新規講習11/13
更新講習10/9、12/11、3/12
CPD新規5単位、更新2単位

既存住宅状況調査は、登録機関の講習を修
了した建築士のみに認められる業務です。ぜ
ひ本講習で新たな業務の資格を取得してく
ださい。令和3年度に本講習を修了された方
は本年度が有効期限のため更新講習をご受
講ください。
▼新規講習（DVD）
日時　11/13（水）   9：30～17：00
会場　大阪府建築士会　東会議室
定員　30名（申込先着順）
受講料　WEB申込21,450円
　　　　郵送申込22,000円
▼更新講習（DVD）
日時　10/9（水）、12/11（水）、3/12（水）
　　　13：30～17：00
会場　大阪府建築士会　東会議室
定員　30名（申込先着順）
受講料　WEB申込17,000円
　　　　郵送申込17,600円
申込　日本建築士会連合会HPより。上記以外

にオンライン講習も開催。
https：//www.kenchikushikai.or.jp/koshu
kai/kizonjyutakujyokyochosa.html

既存木造住宅の耐震診断・改修講習会
（一般診断法）

12/3　CPD5単位

本講習会は、大阪府及び府内市町村の木造
住宅耐震診断・改修の補助を受けることが
できる技術者の養成を目的としています。講
習の修了者名簿は大阪府内の市町村等に常
備し、耐震診断を希望する建物所有者等か
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らの問合せに活用します。
日時　12/3（火）　10：00～15：50
会場　大阪府建築士会　東会議室
定員　30名（申込先着順）
受講料　会員5,000円、一般9,000円
テキスト代　7,300円

建築紛争セミナー９
危険な擁壁－そして沈下
9/20　CPD2単位（予定）

本会は、大阪弁護士会と共催で「建築紛争
セミナー」を毎年開催しております。今回は擁
壁・不同沈下が原因で発生したトラブルにお
いて、法的・建築技術的な対応について多角
的に分析し、弁護士及び建築士が解説いた
します。実務に必要となる内容ですので是非
ご参加ください。
日時　9/20（金）　18：00～20：00
会場　大阪弁護士会館　10階1001・1002
　　　（大阪市北区西天満1-12-5）
定員　60名（申込先着順）
参加費　無料

住宅を設計する仲間達交流会
～建築家 大西憲司氏にきく～
10/9　CPD2単位（予定）

建築家の大西憲司氏をお迎えして、大阪建築
コンクール大阪府知事賞に選ばれた「富田の
コートハウス」等の作品について、対話形式
でお話していただきます。若手設計者はもち
ろん、気持ちの若いベテランも大歓迎です。
日時　10/9（水）　18：30～20：00
会場　大阪府建築士会　東会議室
講師　大西憲司氏（大西憲司設計工房）
参加費　会員1,000円、一般2,000円
　　　　学生500円
定員　50名（申込先着順）

第67回大阪建築コンクール受賞者講
演会＋トークセッション
10/11　CPD2単位（予定）

本コンクールは、建築士と社会との関わりを

通じて建築作品を評価し、そのすぐれた実績
をたたえ、建築作品の設計者を表彰するも
のです。第67回は6作品が受賞し、これを記
念して受賞者講演会をいたします。受賞作品
のお話はもちろん、建築に対するそれぞれの
思いを語っていただきます。
日時　10/11（金）　18：30～21：15
会場　大阪工業大学梅田キャンパス203
　　　大阪市北区茶屋町1-45
参加費　無料（申込不要）

百舌鳥野髙林家住宅訪問（プレ企画：
百舌鳥八幡宮秋祭り（ふとん太鼓奉納
行事）見学）
12/15　CPD2単位

古代に巨大古墳が集中的に造営された台地
の百舌鳥野で古墳やその歴史を守り伝えて
きた旧家の非公開の重要文化財住宅を見学
します。
日時　12/15（日）　13：00～16：00
集合 ·受付
　　　南海高野線中百舌鳥駅南出口階段下
　　　12：45～13：00（時間厳守）
定員　30名（申込先着順）
参加費　1,000円（学生5名まで無料）

プレ企画として豊作を祈り満月を祝う風
習の百舌鳥八幡宮秋祭り（ふとん太鼓奉
納行事）を見学します。興味のある方は
一緒に見学しませんか。9/22（日） JR阪
和線百舌鳥駅集合で15：00には出発し
ます。申込不要ですので、希望される方
はその時間にお越しください。

第19回国際企画海外研修旅行
 「タイ国 微笑みの国で微笑もう！」
2/20～25　CPD申請予定

今回はタイ国の北部チェンマイからスコタイ、
アユタヤ、バンコクと巡ります。詳細は未定の
部分もありますが、仮予約を受け付けており
ます。仮予約に申し込まれた方には、後日詳
細が決まり次第お知らせいたします。
日時　2/20（木）～25（火）　（5泊6日）　

定員　15名
参加費　25万円（※予定）
仮予約については事務局までご連絡ください。

行政からのお知らせ

建築物のライフサイクルカーボン算定
ツール『J-CAT（ジェイキャット）』試行
版の公開（国土交通省）

2050年カーボンニュートラルの実現に向け、
建築物のライフサイクルカーボン算定ツール
『J-CAT（ジェイキャット）』試行版が公開され
ておりますので、是非ご活用ください。
■建築物のライフサイクルカーボン算定ツー
ル試行版

https：//www.mlit.go.jp/report/press/ho
use04_hh_001226.html
■ライフサイクルカーボンの算定手法の構築
https：//www.mlit.go.jp/report/press/con
tent/001743089.pdf

「建築人」Gallery掲載作品の募集

本誌「建築人」は毎月約3,000部を発行
し、本会会員をはじめ官公庁、大学、図書
館、出版社、報道機関等に頒布していま
す。Gallery掲載作品は「建築人賞」の候
補となります。
●掲載記事　1頁カラー、写真4点程度
●掲載費用　100,000円
　※1 初回割引80,000円（設計者および

施工者が過去10年間、Galleryに
掲載されていない場合）

　※2 若手初回割引50,000円（40歳以
下かつ建築設計事務所を主宰され
※1を満たす方）

●詳細・申込　事務局担当：母倉
　e-mail：info@aba-osakafu.or.jp
　TEL：06-6947-1961
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News  of  Note

事務局紹介（隅原課長）
事務局は職員6名と嘱託職員2名、アルバイ
ト4名からなり、定時総会や理事会・委員会
の運営、定期講習や法定講習の実施、建築
士試験の準備・運営等を担っています。
また、大阪府指定登録機関としての建築士資
格登録・閲覧業務をはじめ、各種契約書類
等の販売、行政庁や関係団体等との事業調
整、予算の執行と会計管理、会議室の運用管
理、会報誌の原稿作成や編集など、多種多様
な業務を分担しています。
本会活動への照会やご質問等がございまし
たら、ぜひお気軽に事務局までご連絡をお願
いします。
連絡先06-6947-1961
受付時間9：30～12：00、13：00～17：30
（土日祝、年末年始、夏期休暇を除く）

ご挨拶（牧田専務理事）
みなさん、こんにちは！今年4月に着任しまし
た牧田です。お世話になります。
私事で恐縮ですが、大阪府庁に奉職していた
若い頃に本会主催の一級建築士受験講習会
を受講、資格取得を支援いただいたり、建築
基準法Q&Aの発行、おおさか環境にやさし
い建築賞の受賞パンフレット作成や大阪府
北部地震後のブロック塀相談対応等、公私
にわたり本会との繋がりがありました。
本会は「建築士の支援」と「社会への貢献」
を目的とした常設部門の中に多くの委員会
を設置し、建築士事務所やゼネコン、行政
職員、大学教授など多種多様な業種の皆様
が建築相談や災害支援、優れた建築物の表
彰、講習会・見学会の開催など、様々な活動
をされています。
事務局はこれらの運営の一部を担っており、
個性豊かな各職員が持ち前の得意技を発揮
し、日々業務に取組んでいます。
会長、副会長はじめ会員の皆さんのお役に立
てるようチーム一丸となって、楽しく元気に事
務局を運営してまいりますので、ご支援ご協
力よろしくお願いします。

事務局のあゆみ（中務常務兼事務局長）
1952年の創立以来、本会運営上の大きな分
岐点は1957年の社団法人化を経て2013年
の公益社団法人への移行です。
当初、在阪建築団体は移行手続きの多さも
あって一般移行の傾向の中、本会ではそれま

での全活動がすでに公益目的であったこと、
また官民への公益イメージは将来の社会貢
献活動等の基盤になるとして、公益への移行
を決定いたしました。
事務局の5年に亘る準備期間は、府担当を介
した大阪府公益認定等委員会との諮問が続
き、定款変更をはじめ全活動をあらためて公
益であると認定していただく膨大な作業に終
始しましたが、一方で事務局の存在を最大に
発揮できた場面でもあります。
公益社団法人への移行後の本会の公益目的
事業比率は、11年間を平均して85.7％（公益
法人の基準は50％以上）を堅持しており、将
来も建築士会会員の技術研鑽はもとより、会
員及び社会への還元のための威力を発揮す
る礎として「公益社団法人」を掲げてまいり
ます。

大阪府建築士会事務局の紹介

事務局 総会受付

辻本、中務、牧田、樋口、隅原、水野
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News  of  Note

建築情報委員会の活動の一片

建築情報委員会 委員長　松下典央

また、次の情報や記事もお寄せください。
①ホームページの改善点
②News of Noteの掲載記事
③インタビューを求めたい建築びと
④表２のタイトル案や写真・記事
⑤その他、建築情報などの提供

連絡先：06-6947-1961（担当：隅原）
●Gallery掲載作品大募集！

Galleryに掲載して頂く建築作品の
収集に日夜、奔走しています。　　

皆さまの作品掲載をお待ちしています。
新しい作品の情報提供も大歓迎です。
Galleryに掲載頂いた作品の中から、一般部
門と住宅部門に分けて、建築人賞や新人賞
を選定しています。

連絡先：06-6947-1961（担当：母倉）

建築情報委員会の活動の様子を紹介いたし
ます。
●委員会の主な活動

建築情報委員会の活動は主に、ITの
推進と会報誌「建築人」の編集です。

１．IT推進活動
①士会ホームページの管理・更新
現在、各種委員会の紹介サイトの再整理を
行っています。
②Teams活用推進
理事会や委員会でTeamsを活用し、各種資
料の共有及び編集、リモート会議等の効率
化を推進しています。
③イベントカレンダーの作成・管理
委員会開催や各種イベントのスケジュールを
ホームページに公開しています。
④動画撮影
総会やイベントの動画撮影、賛助PR動画の
ホームページ掲載等を行っています。
⑤SNSのガイドライン作成
InstagramやFacebook等の掲載内容の基
本的なガイドラインの検討を行っています。
２．会報誌「建築人」の編集
①Gallery建築作品の掲載
新しい建築作品の紹介をしています。
②News of Note
各種イベントの報告や委員会等の活動の様
子を掲載しています。
③建築びとに訊く（5月号・8月号掲載）
さまざまな面から建築に関わる「建築びと」
にインタビューを行い紹介しています。
④建築人賞の選考
Galleryに掲載された作品を対象に１年に一
度、顕彰しています。
●公共施設BIMカルテ管理システム

公共施設の維持管理システムの構
築の事業化を検討中です。

大阪府内市町村の公共施設マネジメント実
行計画に基づき、BIMによる施設カルテの作
成を行い、自治体が保有する既存施設の維
持管理等を恒久的かつ効率的に行うことが
できるよう検討しています。その実現性を検
証するため、市町村に対し、提案とヒアリン
グを行っています。（田鍋部門長）

●ある日の委員会（※編集しています。）
各委員の意見やアイデアにより、少し
ずつ課題解決を進めています。　

今年度はホームページの改定や建築人の記
事の安定化と充実を主課題としています。
委員会での様子を少し垣間見てください。
委員長：皆さんこんにちは。「建築人」の昨年
度で連載が終わった、表２（表紙裏頁）の新
しい連載をどうしましょうか。
委員A：昨年度までの内容に味があったの
で、難しいですね。大阪府建築士会の会報
紙なので、大阪に拘りたいですね。
委員 B：ストレートに写真で表現するより、写
真を見た人が大阪のまちを感じ取って貰える
ことをテーマにしてはどうでしょう。
委員C：風景の一部から、大阪らしさを創
造するのは、面白い企画になりそうですね。
テーマは、大阪を「切り取る」とか「覗く」等
の切り口が良いです。タイトルは、「キッテ大
阪」とかインスタやネットで被らないように考
えないといけない。
委員D：大阪の風景と言えば「橋」なので、橋
を使ってはどうでしょうか。
委員 E：カメラマンの選定も必要ですね。
委員 F：会員の投稿参加型としたいですね。
委員長：一度、橋の写真を持ち寄りましょう。
また、タイトル案考えましょう。
●委員会活動への参加・協力依頼！

第３火曜日の17時から、士会事務所
（会議室）で委員会を行ってます。

建築情報委員会の活動に興味を持たれた方
は、気兼ね無くご参加ください。
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二
〇
二
四
年
七
月
十
一
日
、
岡
山
県
の
戦

後
復
興
の
象
徴
と
し
て
一
九
五
七
年
に
建

て
ら
れ
た
岡
山
県
庁
舎
を
久
方
ぶ
り
に
訪

ね
る
機
会
が
あ
っ
た
。
二
〇
二
〇
年
一
〇

月
か
ら
、
一
五
七
億
円
を
投
じ
、
三
年
半

か
け
て
施
工
さ
れ
た
耐
震
化
工
事
が
三
月

末
に
完
了
し
た
こ
と
を
知
り
、
改
修
後
の

姿
を
見
て
お
き
た
い
と
思
っ
た
か
ら
だ
。

案
内
役
は
、
耐
震
化
計
画
を
担
当
し
、
工

事
中
の
二
年
間
は
そ
の
具
体
的
内
容
を
解

説
す
る
冊
子
『
岡
山
県
庁
舎
一
九
五
七
︱

二
〇
二
四
』
の
作
成
な
ど
「
建
築
魅
力
発

信
業
務
」
と
い
う
仕
事
に
も
携
わ
っ
た
建

築
営
繕
課
技
師
の
片
山
大
輔
さ
ん
で
あ
る
。

訪
れ
る
と
、
建
物
の
価
値
を
細
部
ま
で
調

査
し
て
大
切
に
守
り
な
が
ら
も
、
執
務
環

境
の
向
上
を
図
る
た
め
の
さ
ま
ざ
ま
な
技

術
的
な
工
夫
が
盛
り
込
ま
れ
て
お
り
、
懐

か
し
く
も
清
新
な
姿
で
生
き
生
き
と
使
わ

れ
始
め
た
そ
の
日
常
性
に
心
ひ
か
れ
た
。

同
時
に
、
あ
る
感
慨
を
覚
え
ず
に
は
い
ら

れ
な
か
っ
た
。
と
い
う
の
も
、
筆
者
は
、

遠
く
か
ら
見
守
っ
て
き
た
に
す
ぎ
な
い
が
、

片
山
さ
ん
へ
受
け
継
が
れ
て
き
た
こ
の
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
託
さ
れ
た
思
い
の
連
鎖
を

目
撃
し
て
き
た
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
、
前

川
國
男
の
下
で
県
庁
舎
を
担
当
し
た
元
所

員
の
吉
川
清
（
一
九
一
七
～
二
〇
一
二
年
）

さ
ん
が
生
前
に
語
ら
れ
た
エ
ピ
ソ
ー
ド
や
、

『
記
憶
帳
』
と
題
す
る
五
冊
の
私
家
版
ノ
ー

ト
（
一
九
九
九
年
）
に
書
か
れ
た
建
設
時

の
苦
労
や
喜
び
の
記
述
が
思
い
出
さ
れ
た
。

こ
こ
で
は
、
こ
れ
ま
で
の
経
緯
の
一
端
を

書
き
留
め
て
お
き
た
い
。

二
〇
一
六
年
十
一
月
、
青
森
県
弘
前
市
の

呼
び
か
け
で
、
前
川
の
手
が
け
た
公
共
建

築
を
持
つ
東
京
都
、
神
奈
川
県
、
埼
玉
県
、

岡
山
県
、
熊
本
県
、
福
岡
市
、
新
潟
市
の

計
八
つ
の
自
治
体
（
後
に
石
垣
市
も
加
わ

る
）
に
よ
り
、「
前
川
建
築
を
含
む
国
内
の

近
代
建
築
の
観
光
資
源
化
を
促
進
」
を
目

的
と
す
る
「
近
代
建
築
ツ
ー
リ
ズ
ム
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
」（
会
長
・
葛
西
憲
之
弘
前
市
長
）

が
結
成
さ
れ
る
。
そ
の
背
景
に
は
、
同
年

七
月
に
、
国
連
の
教
育
科
学
文
化
機
関
ユ

ネ
ス
コ
が
、
東
京
上
野
の
国
立
西
洋
美
術

館
（
一
九
五
九
年
）
を
含
む
フ
ラ
ン
ス
人

建
築
家
ル
・
コ
ル
ビ
ュ
ジ
エ
（
一
八
八
七

～
一
九
六
五
年
）
の
手
が
け
た
世
界
七
ヵ

国
に
ま
た
が
る
建
築
十
七
件
を
、「
近
代
建

築
運
動
（M

odern M
ovem

ent

）
へ
の
顕

著
な
貢
献
」
と
の
評
価
に
よ
り
、
世
界
文

化
遺
産
へ
の
一
括
登
録
を
決
定
し
た
と
い

う
動
き
が
あ
っ
た
。
ま
た
、
八
件
の
前
川

建
築
が
現
存
す
る
弘
前
で
は
、
二
〇
〇
四

年
か
ら
、「
前
川
國
男
の
建
物
を
大
切
に
す

る
会
」
と
い
う
市
民
団
体
に
よ
る
地
道
な

活
動
が
続
け
ら
れ
て
い
た
。

翌
二
〇
一
七
年
二
月
一
日
、
そ
の
関
係
者

一
同
が
東
京
文
化
会
館
に
集
ま
り
、
顔
合

わ
せ
と
意
見
交
換
を
兼
ね
た
結
成
記
念
の

キ
ッ
ク
オ
フ
・
イ
ベ
ン
ト
が
行
わ
れ
る
。

こ
の
時
、
短
い
講
話
を
依
頼
さ
れ
た
筆
者

も
同
席
し
、
各
地
か
ら
参
加
し
た
関
係
者

と
の
意
見
交
換
会
に
も
加
わ
る
機
会
を
得

た
。
実
は
、
そ
の
席
で
、
初
対
面
の
岡
山

県
建
築
指
導
課
長
の
江
端
恭
臣
さ
ん
に
、

「
岡
山
県
に
は
前
川
建
築
が
三
件
も
あ
る
の

で
、『
東
の
弘
前
、
西
の
岡
山
』
と
し
て
、

ぜ
ひ
発
信
活
動
を
進
め
て
ほ
し
い
」
と
、

唐
突
な
お
願
い
を
口
に
し
た
の
で
あ
る
。

驚
い
た
の
は
、
そ
の
後
の
江
端
さ
ん
の
行

動
力
だ
。
自
ら
の
観
光
部
局
で
の
経
験
も

活
か
し
て
、
わ
ず
か
九
カ
月
後
の
同
年
十

一
月
二
日
、
岡
山
県
の
建
築
指
導
課
と
観

光
課
を
事
務
局
に
、
瀬
戸
内
の
六
県
（
兵

庫
、
広
島
、
山
口
、
徳
島
、
香
川
、
愛
媛
）

の
建
築
と
観
光
部
局
の
関
係
者
に
呼
び
か

け
て
、「
瀬
戸
内
の
近
現
代
建
築
を
地
域
に

お
け
る
貴
重
な
文
化
資
源
と
捉
え
、
瀬
戸

内
地
域
で
連
携
し
て
そ
の
魅
力
を
情
報
発

信
し
、
観
光
資
源
化
を
図
る
」
こ
と
を
目

的
と
す
る
「
瀬
戸
内
近
現
代
建
築
魅
力
発

信
協
議
会
」
の
設
立
会
合
の
開
催
を
実
現

さ
せ
た
の
で
あ
る
。
半
ば
行
き
が
か
り
上
、

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
を
依
頼
さ
れ
た
筆
者
は
、

そ
れ
か
ら
二
〇
二
〇
年
三
月
末
ま
で
の
二

年
半
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
や
見
学
ツ
ア
ー
で

岡
山
に
度
々
通
う
こ
と
に
な
る
。

ま
た
、
こ
の
協
議
会
が
ひ
と
つ
の
き
っ
か

け
と
な
り
、
そ
の
間
に
、
二
〇
一
九
年
の

「
日
本
建
築
の
自
画
像
︱
探
求
者
た
ち
の
も

の
語
り
」
展
（
香
川
県
立
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
）

と
「
建
築
家
・
浦
辺
鎮
太
郎
の
仕
事
」
展

（
倉
敷
ア
イ
ビ
ー
ス
ク
エ
ア
）
が
開
催
さ
れ

て
い
く
。
さ
ら
に
、
愛
媛
県
で
も
、
同
年

か
ら
、「
県
の
歴
史
や
地
域
を
象
徴
す
る
建

築
の
調
査
等
」
を
実
施
す
る
「
え
ひ
め
名

建
築
発
掘
発
信
事
業
」
が
始
ま
り
、
そ
の

検
討
委
員
会
に
加
わ
る
こ
と
に
も
な
っ
た
。

こ
う
し
て
、
江
端
さ
ん
が
始
め
た
瀬
戸
内

近
現
代
建
築
魅
力
発
信
協
議
会
の
活
動
は
、

大
き
く
広
が
っ
て
い
っ
た
。

だ
が
、
そ
の
間
、
地
球
的
な
規
模
で
広
が

る
気
候
変
動
が
日
本
で
も
顕
在
化
し
始
め

た
の
か
、
二
〇
一
八
年
七
月
の
西
日
本
豪

雨
に
よ
り
、
岡
山
県
と
広
島
県
で
甚
大
な

被
害
を
受
け
、
江
端
さ
ん
ら
は
、
本
務
と

し
て
の
災
害
対
応
に
追
わ
れ
る
。
そ
し
て
、

二
〇
二
〇
年
一
月
に
始
ま
る
コ
ロ
ナ
禍
の

世
界
的
な
流
行
に
よ
っ
て
、
残
念
な
が
ら
、

そ
の
活
動
は
休
止
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
の

で
あ
る
。
そ
れ
で
も
、
岡
山
県
で
は
、
江

端
さ
ん
か
ら
有
森
達
也
さ
ん
へ
、
有
森
さ

ん
か
ら
現
在
の
金
光
伸
英
さ
ん
へ
と
建
築

指
導
課
長
が
バ
ト
ン
タ
ッ
チ
さ
れ
る
中
で
、

課
内
に
「
建
築
魅
力
発
信
業
務
」
と
い
う

仕
事
が
継
続
さ
れ
て
い
く
。
お
そ
ら
く
、

そ
う
し
た
地
道
な
取
り
組
み
の
中
で
、
県

庁
舎
の
耐
震
化
工
事
の
計
画
が
進
め
ら
れ

た
の
だ
ろ
う
。
こ
う
し
た
経
緯
に
こ
そ
、

完
成
し
た
岡
山
県
庁
舎
に
注
が
れ
た
関
係

者
の
熱
い
思
い
が
読
み
取
れ
る
。

さ
て
、
歴
史
を
遡
れ
ば
、
岡
山
県
庁
舎
は
、

前
川
に
と
っ
て
最
初
で
最
大
の
規
模
と
な

る
庁
舎
建
築
で
あ
り
、
戦
前
か
ら
温
め
て

き
た
建
物
の
内
外
が
ひ
と
続
き
に
広
が
る

「
一
筆
描
き
」
と
名
づ
け
た
空
間
構
成
の
方

法
を
伸
び
伸
び
と
実
現
で
き
た
会
心
の
建

築
だ
っ
た
。
こ
こ
に
掲
載
す
る
写
真
は
、

竣
工
検
査
前
日
の
一
九
五
七
年
一
月
二
九

日
、
全
館
点
灯
試
験
の
際
の
前
川
と
吉
川

で
あ
る
。
前
川
は
現
場
所
長
に
「
や
り
ま

し
た
ね
！
」
と
語
り
か
け
、「
長
い
間
た
ち

つ
く
し
て
い
た
。
あ
の
瞬
間
は
感
無
量
で

あ
っ
た
」
と
吉
川
は
『
記
憶
帳
』
に
書
き

留
め
た
。
そ
れ
は
、
そ
の
ま
ま
空
襲
で
焦

土
と
化
し
た
岡
山
の
戦
後
復
興
を
照
ら
す

灯
に
も
な
っ
た
に
違
い
な
い
。
二
〇
二
四

年
七
月
十
九
日
、
岡
山
県
庁
舎
は
国
の
登

録
有
形
文
化
財
に
登
録
さ
れ
る
こ
と
が
決

ま
っ
た
。
竣
工
か
ら
六
七
年
、
新
た
な
時

を
刻
み
始
め
た
そ
の
空
間
が
関
係
者
の
思

い
を
つ
な
ぎ
続
け
て
い
っ
て
ほ
し
い
。

ピ
ロ
テ
ィ
に
た
だ
ず
む
前
川
國
男
51
歳
と
吉
川
清
39
歳

一
九
五
七
年
一
月
二
九
日

南
西
側
か
ら
見
る
事
務
棟
本
館

新
た
な
時
を
刻
み
始
め
た
庁
舎
建
築

岡
山
県
庁
舎
　
一
九
五
七
年

文
・
写
真
＝
松
隈  
洋
［
神
奈
川
大
学
建
築
学
部
教
授
］





南東外観：周辺の塀と連続したモルタル搔き落としの外壁の上に小屋が乗っかる構成とし、まちに対して小さなスケールの建ち方とした

1階居間：周辺と連続する塀を内部にも現し、腰窓による明るい上空が広がる床下のような居場所とした


